
酒田市は合併から10周年を迎えました。
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晴れの日に
笑顔、笑顔、笑顔
1月10日、希望ホールで成人式が行われ、振り袖やスーツに身を包んだ新成人862人が参加。
会場は久しぶりの再会を喜ぶ笑顔と明るい声で溢れていました。
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東
北
公
益
文
科
大
学
は
、
公
設
民
営

の
大
学
と
し
て
平
成
13
年
４
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

現
在
、文
部
科
学
省
よ
り
※「
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
」
の
認
定
を
受
け
、

人
口
減
少
対
策
、
雇
用
の
場
の
創
出
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
本
地
域

の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
２
月
12
日
㈮
に
は
、
東
北
公
益

文
科
大
学
教
授
の
矢
口
明
子
氏
が
本
市

副
市
長
に
就
任
す
る
予
定
で
す
。
本
市

と
し
て
も
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の
知

見
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活い

か
し
な
が
ら

さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
市
と

大
学
が
一
体
と
な
っ
た
「
大
学
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
と
東
北
公
益
文
科
大
学
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地

域
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

※
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
／

自
治
体
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地
域
を

志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を

進
め
る
大
学
な
ど
を
国
が
支
援
す
る
も

の
。
課
題
解
決
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
材
や
情
報
・
技
術
が
集
ま
る
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と
し
て

大
学
の
機
能
強
化
を
図
る

特 集 大学まちづくり
本市と東北公益文科大学の連携

●お問い合わせ／市政策推進課 ☎26-5704
　　　　　　　　東北公益文科大学 ☎41-1111
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大学まちづくり特集

　酒田おもてなし隊とは、平成26年6月から9月に開催された日本
最大の観光キャンペーン「山形デスティネーションキャンペーン
（以下ＤＣ）」に合わせて、酒田を盛り上げるために設立された学
生有志による団体です。ＤＣ期間中は毎週末酒田駅で観光案内や
出発・到着列車の出迎えを実施したほか、庄内一円に出掛けて住
民の笑顔と庄内のＰＲメッセージを収録した動画を制作し、駅で
上映を行いました。翌年の平成27年は、酒田港のイベント参加や、
県外・海外からの観光客に対する案内など活動を拡大。その功績
が認められ、昨年12月28日にはＪＲ東日本新潟支社営業部長から
感謝状が授与されました。
　今年はさらに活動の場を酒田から庄内全域に広げる計画が始動。
学生たちは「庄内に観光流動を起こすには自分たちが“庄内を学
び愛し行動する”」をスローガンに、地域の方と一緒に情報発信
や案内活動、ネットワーク作りなど課題解決に取り組んでいます。

　鳥海山・飛島ジオパーク認定に向けて、機運醸成のための講演会や研修が開催されていますが、酒
田市八幡地区ジオパーク推進事業検討会では学生がワークショップのファシリテーター役を担当。地
域住民と一緒に八幡地域の魅力の磨き上げに取り組んでいます。
　地域の方の学生に対する評価は高く、継続して地域の取り組みに参画することを求められています。今
後も飛島や鳥海山麓の地質的根拠、歴史・文化を活

い

かした観光に関し、地域や行政と一緒に幅広い年齢
層が一同に集い発見と学びを共有し、協働してジオパーク認定に向けた取り組みに協力していく予定です。

鳥海山・飛島ジオパーク加盟申請に向けて

酒田おもてなし隊

連携 学生×観光

連携 学生×歴史・文化
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私
が
学
長
に
就
任
し
て
か
ら
間
も
な

く
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
東
北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
今
後

３
年
間
の
大
学
が
目
指
す
目
標
を
掲
げ

た
「
吉
村
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
よ
り

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
が
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
で
す
。
本
学
の
学
生
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
昨
年
８
月
に
は
庄

内
地
域
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
１
泊

２
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
ほ
か
、
外
国
人
教
員
が
地
域
住
民

と
交
流
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

も
実
施
し
ま
し
た
。
地
方
に
お
い
て
も

国
際
性
を
持
っ
た
人
材
育
成
が
不
可
欠

な
現
代
、
庄
内
に
い
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
な
世
界
に
親
し
め
る
場
を
多
彩
に
提

供
し
、
地
域
の
国
際
化
の
一
翼
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
＆
ロ
ー
カ
ル
の
大
学
を
目
指
し
て

　

も
う
一
つ
の
柱
は
地
域
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。
本
学

で
は
開
学
以
来
一
貫
し
て
、
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
学
び
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
、
競
争

型
の
演
習
科
目
を
通
じ
、
地
域
課
題
の

解
決
策
立
案
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
起

業
家
育
成
な
ど
地
域
の
活
力
を
生
み
出

す
力
や
福
祉
の
ス
キ
ル
で
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
も
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
教
員
を
志
す
現
役
の
学
生
に

よ
る
小
中
学
生
へ
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
学
生
力
を
活い

か
し
た
新
た
な
地
域

貢
献
に
も
今
後
着
手
し
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
も
酒
田
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

こ
の
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
べ

く
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
学
長
　
吉
村
　
昇 

氏

大
学
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
５

　

同
大
学
は
、
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
誌

（
平
成
27
年
12
月
７
日
発
行
）
の
特

集「
大
学
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
北
海
道
・
東
北
地
区
私
立
大
学
の

中
で
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　子どもの頃に「公益」の視点で物事を考える機会を
つくることを目的に、学生が小学生を対象に「公益を
考える授業」を行うプロジェクトです。
　本市を中心とした庄内地域の小中学校の協力を得な
がら、教材開発や指導案作成、授業を実施しています。

　「防災・減災」をテーマとした地域コミュニティづ
くりの一環として、学生が日向地区の「地域支え合い
防災マップづくり」に参加しました。
　学生は一連のマップ作成過程や話し合いに「聞き役」と
して関わることで、地域特有の地形や過去の災害発生箇
所、要援護者やその支援体制などへの理解を深めました。

Koeki Kids Project
公益キッズプロジェクト

八幡地域日向地区
「地域支えあい防災マップづくり」

こ ん な 活 動 も し て い ま す ！

連携 学生×子ども

連携 学生×地域福祉×防災
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大学まちづくり特集

　

市
と
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
政
策
課

題
を
検
討
・
解
決
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

調
査
研
究
事
業
を
平
成
18
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
10
年
間
で
20
件
の
調
査

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
試

行
的
に
行
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
本
市
の
未
来
を
担
う
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
13
年
４
月
の
開
学
時
か
ら
約
15

年
間
、
東
北
公
益
文
科
大
学
に
勤
め
て
き
ま

し
た
。

　

大
学
の
原
点
に
は
二
つ
の
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
地
域
の
要
望
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
こ
と
で
す
。
開

学
以
来
、
地
域
に
密
着
し
た
研
究
・
教
育
活

動
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
が
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
の
採
択
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は「
全
国
ス
ケ
ー
ル
」

の
大
学
で
あ
る
こ
と
で
す
。
全
国
か
ら
人
の

集
ま
る
大
学
に
す
る
た
め
に
、
全
国
唯
一
の

「
公
益
学
部
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
吉
村
昇
学
長
の
下
で
さ
ら
な
る
魅
力

を
持
つ
大
学
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
い
人
だ
け
で
は
な
く
、
学
び
た
い
と
考
え

る
市
民
が
い
つ
で
も
学
べ
る
「
開
か
れ
た
大

学
」を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
・
大
学
・

行
政
を
つ
な
い
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
、
市
で
は
社
会
福
祉
士
実
習
の

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て

大
学
教
員
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
構

築
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
福
祉

の
側
面
か
ら
住
民
自
ら
地
域
づ
く
り
を

考
え
る「
地
域
支
え
合
い
研
修
会（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）」を
学
生
も
交
え
て
行
っ

た
り
と
、
地
域
福
祉
の
推
進
や
地
域
福

祉
人
材
の
育
成
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

公
務
員
を
志
望
す
る
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁

と
庄
内
２
市
３
町
が
協
力
し
て
、
公
務

員
が
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
を
学
生
に

伝
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
学

生
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新
た
に

採
用
し
た
市
職
員
が
東
北
公
益
文
科
大

学
に
入
学
で
き
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

公
益
の
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
元
大
学
で
体
系
的
に
習

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を
先
導
す

る
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
Ｉ
Ｔ
起
業
家
の
育
成
を
目
指

し
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

Ｕア

ン

ダ

ー

バ

ー

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
の
設
置
運
営
や

学
生
の
街
な
か
活
動
を
促
進
す
る
た
め

の
「
る
ん
る
ん
バ
ス
利
用
支
援
」
な
ど
、

新
た
な
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
一
層
連
携
を
深
め
、
市
と
大
学
が
一

体
と
な
っ
た
「
大
学
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授
が

副
市
長
に
就
任
！

「グローバル・セミナー」の様子
高校生と大学生が楽しく英語漬けの2日間を過ごしました。

副市長就任予定の
矢口 明子教授

「公務員を目指す学生のための就活サポートセミナー」の様子
公務員が仕事のやりがいを熱く語り、学生も気になることを積極的
に質問しました。

国
際
化

地
域
福
祉

連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

公
務
人
材
育
成

連携

酒田市
×
大学



私の街さ
かた。あの

日あの時
。

静寂の能
1/23

　松山城址館で第25回
雪の能 まつやま大寒
能が行われました。降
り積もった雪の静けさ
の中、能楽堂いっぱい
に集まった観客の前で、
能「紅葉狩」や狂言「千
鳥」が披露されました。

世界の料理を
楽しむ1/24

　市内在住の外国出身の方々が自慢の料
理を販売した世界の料理フェア2016が交
流ひろばで開催され、多くの市民でにぎ
わいました。

寒さなんてへっちゃら1/24

　平田スキー場で行われた第14回雪ん子目ん玉まつりには、子どもから大人ま
でたくさんの人が集まりました。スノーフラッグ争奪レースなど、今しか体験
できない雪遊びを楽しむ子どもたちが、スキー場せましと走り回っていました。

高校生の創造力は
無限大1/12

　第3回 高校生創造力無限大∞ビジネスグランプリ
（日本政策金融金庫主催）で特に優秀な「ビジネス
プラン100件」に選出された酒田光陵高等学校の商
業科・工業科2年生の皆さんが、丸山市長を表敬訪問。
同プランは障がいのある方の所得向上と生きがいや
やりがいを持つことが可能なまちづくりを目指した
ものです。

　冬の風物詩である酒田日本海寒鱈まつりが市内の各会場で行われ、2
日間にわたり大勢の市民や観光客が寒鱈汁を味わいました。今年初開催
の「酒の酒田の酒まつり」も大盛況。酒田・遊佐の9蔵が集まり、地酒
の飲み比べを楽しみました。
　また24日は、本市の無災害を祈念する消防出初式がマリーン5清水屋
前で行われ、消防団員の威勢のよい掛け声が響きました。

1/23、24

寒さに負けず、
あふれる熱気
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私たちを励ます
吉野弘のことば12/20

　「私たちを励ます 吉野弘のことば」が
公益ホールで開催されました。アナウン
サーで元ＮＨＫアナウンス室長の山根
基世氏が「祝婚歌」ほか3篇の詞を朗読。
また「こころの声を聴く力」と題して、
地域とつながり子どもの言葉を育む活動
を紹介しました。

新庁舎で決意新たに1/4

　仕事始めを迎え、新庁舎1階ロビーで開庁式が行わ
れました。参加者と市公認マスコットキャラクターの
もしぇのんとあののんが見守る中、丸山市長があいさ
つ。酒田獅子舞振興会による獅子舞が披露され、新庁
舎の船出と新しい一年の始まりを祝いました。

もしぇのん・
あののんが祝福1/4

　新庁舎開庁に合わせ、婚姻届、出生届を
提出した方への記念写真プレゼントを始め
ました（希望される方）。もしぇのんとあ
ののんが描かれたスクリーンの前では、幸
せいっぱいの2人が並び、最高の笑顔で写
真に収まっていました。撮影した写真はそ
の場でプレゼントします。

松山地域が
「山形の宝」に1/6

　山形県教育委員会の「未来に伝える山形の宝」に、
松山地域の文化財で構成される「城下町の町割り・歴
史と文化そして最上川の景観」が登録され、吉村知事
から登録証を交付されました。

新庁舎お披露目12/23

　年明けの開庁を前に開催された新庁舎
1期工事完成披露会では、1期工事完成を
祝いテープカットなどを行いました。ま
た同日午後の見学会は、1,300人を超え
る市民で大賑わい。市長室で写真を撮る
など、普段目にすることのない庁舎内の
見学を楽しみました。

51年間ありがとう12/28

　酒田市役所旧庁舎は、平成27年12月28日をもって閉庁しまし
た。ご用納めのこの日、市民や職員が見守る中で歴史に幕を下
ろした旧庁舎は、昭和39年に完成。以来51年間本市の変化を見
守ってきました。

7 ズームアップ ［私の街さかた 2016.2.1］



市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
デ
ザ
イ
ン
係 

☎
２
６
‐
６
２
７
４

酒
田
駅
周
辺
整
備
事
業
の
整
備
計
画
方
針
の
決
定
と

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

酒
田
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
平
成
26

年
度
に
策
定
し
た
酒
田
駅
周
辺
地
区
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
今
年
度

は
、
駅
周
辺
整
備
に
参
画
す
る
意
向
を

持
つ
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
聞
く
対
話
型
市
場
調
査
を

行
い
、
平
成
27
年
12
月
に
整
備
計
画
方

針
（
案
）
の
公
表
、
市
民
意
見
の
募
集

を
経
て
、
１
月
に
整
備
計
画
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

事
業
者
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

整
備
計
画
方
針

整
備
区
域
／
旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
と
隣
接

街
区

◆
隣
接
街
区
全
域
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

地
権
者
の
意
向
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

事
業
者
の
募
集

　

酒
田
駅
周
辺
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
お
よ
び
整
備
計
画
方
針
に
沿
っ
た
ま

ち
づ
く
り
や
施
設
整
備
を
実
現
す
る
こ

と
の
で
き
る
、
企
画
力
、
技
術
力
、
経

営
能
力
を
有
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

事
業
応
募
者
の
資
格
要
件
／
単
独
の
法

人
ま
た
は
法
人
グ
ル
ー
プ

事
業
予
定
者
の
決
定
方
法
／
専
門
家
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
選
定
委
員
会
に
お
い

て
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
よ
り
提
案
書
の
審
査
を
行
い
、
そ
の

報
告
を
踏
ま
え
、
市
が
事
業
予
定
者
と

次
点
者
を
決
定

今
後
の
予
定

参
加
意
思
表
明
書
提
出
期
限
／
２
月
８

日
㈪

提
案
書
提
出
期
限
／
４
月
28
日
㈭

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
／
６

月
13
日
㈪
頃

事
業
予
定
者
の
決
定
／
６
月
下
旬

◆
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

備
し
た
公
共
施
設
は
、
市
が
取
得
を
し

ま
す
。
想
定
し
た
取
得
額
は
27
億
円
で
、

こ
の
金
額
を
基
準
と
し
て
事
業
者
か
ら

提
案
を
受
け
ま
す
。

公
共
施
設
／
総
称
を
酒
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト
（
仮
称
）
と
し
、
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
、
広
場
、
駐
車
場
を
整
備

　

人
と
人
（
情
報
、
ま
ち
）
を
繋
い
で
、

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出

さ
れ
、
新
し
い
風
や
パ
ワ
ー
を
生
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
ハ
ブ
拠
点
と
し
て
活

性
化
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ポ
ー
ト
に
は
、
湊み
な
と町
酒
田
の
イ

メ
ー
ジ
と
、
そ
の
場
所
か
ら
街
に
人
々

が
回
遊
す
る
（
こ
ぎ
出
す
）
イ
メ
ー
ジ

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
手
法
／
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
を
基
本
と
し
て
整
備

　

市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
住
環
境
の

悪
化
や
商
業
の
衰
退
な
ど
の
都
市
問
題

の
解
決
を
図
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
強
い
、
住
み

よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
国
の
制
度
で

す
。
整
備
す
る
土
地
は
共
同
化
し
、
施

設
の
高
度
利
用
を
行
い
、
そ
の
施
設
を

販
売
す
る
こ
と
で
整
備
費
を
捻
出
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
取
得
方
法
／
市
が
27
億
円

を
基
準
と
し
て
取
得

　

事
業
者
が
市
街
地
再
開
発
事
業
で
整

酒田
駅

駅前
広場

旧ジャスコ
跡地

隣接街区

酒田コミュニケーションポート（仮称）

多様なコミュニケーションが創出される交流スペース

民間整備施設
商業施設など市民
ニーズやまちづくり
に資する民間活力を
生かした自由な提案
により整備をします。

【広場】
○エントランス
○交流・憩いの空間
○イベント空間

【バスベイ・駐車場】
○施設利用者などの利便性の向上
○交通結節機能の向上

【ライブラリーセンター】
○未来を築く人材育成・交流支援機能
○多様な読書スタイル・空間の提供
○多様なニーズへの対応

【観光情報センター】
○エントランス機能
○広域観光拠点
○街なかの回遊促進

新しいス
タイルの図書館

機能・場が、未来を築く人財の育成を支える

学び 子育て 交流 情報発信

連  携
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市政ピックアップ

　

広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
会
員
募
集

記
事
を
本
紙
３
月
16
日
号
に
折
り
込
む

予
定
で
す
。

対
象
団
体
／
福
祉
・
体
育
・
文
化
活
動

な
ど
を
し
て
い
る
市
民
団
体
（
営
利
・

政
治
・
宗
教
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み
／
２
月
19
日
㈮（
消
印
有
効
）

ま
で
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
「
私
の
街
さ
か
た

掲
載
希
望
」
と
明
記
の
上
、
①
団
体
名 

②
連
絡
先
（
代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
） 

③
活
動
内
容

（
50
字
以
内
） 

④
募
集
対
象
者 

⑤
活
動

日
時
・
場
所 

⑥
費
用
（
入
会
費
、
会

費
な
ど
）
を
記
入
し
、
〒
９
９
８
‐
８

５
４
０
（
住
所
不
要
）、
酒
田
市
政
策

推
進
課
広
報
広
聴
係 

6
２
６
‐
３
６
８

８ 

Ｅ
メ
ー
ルkoho@
city.sakata.lg.jp

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、

次
の
通
り
各
種
の
割
引
制
度
が
あ
り
ま

す
。
割
引
率
が
最
も
高
い
の
は
口
座
振

替(

前
納
２
年
分)

で
申
込
期
限
は
２
月

29
日
㈪
で
す
。

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
預
貯
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印

◆
右
表
は
平
成
27
年
度
保
険
料
で
計
算

し
て
い
ま
す
。

◆
初
め
て
口
座
振
替
を
利
用
す
る
方
は
、

各
金
融
機
関
窓
口
に
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
す
で
に
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
振
替
方
法
に
変
更
が

な
け
れ
ば
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

︻
50
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
︼

日
時
／
２
月
７
日
㈰
午
後
１
時
〜

費
用
／
無
料

◆
当
日
は
リ
ン
ク
を
無
料
開
放
し
ま
す

（
貸
靴
料
別
途
）。

︻
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
︼

期
日
／
２
月
14
日
㈰

内
容
／
ペ
ア
券
入
場
者
（
一
般
男
女
２

人
１
組
）
の
貸
靴
代
が
無
料

︻
ス
ケ
ー
ト
大
作
戦
︼

　

独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
①
２
月
24
日
㈬ 

②
３
月
１
日

㈫
午
後
７
時
〜
９
時

対
象
／
20
〜
35
歳
の
独
身
男
女
（
①
は

男
性
の
み
）

定
員
／
男
女
各
20
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

内
容
／
①
基
礎
練
習 

②
交
流
会
、
リ

ン
ク
滑
走

講
師
／
（
公
財
）
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟

公
認
指
導
員

費
用
／
男
性
１
千
５
０
０
円
、
女
性
１

千
円
（
保
険
料
ほ
か
）

申
し
込
み
／
２
月
17
日
㈬
ま
で
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
た
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。
基
金
に
加
入
す

る
と
、
掛
け
金
全
額
が
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
ま
た
掛
け
捨
て
に
な
ら
ず
、

全
て
将
来
の
年
金
額
に
つ
な
が
り
、
途

中
で
増
口
、
減
口
、
一
時
中
止
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

加
入
で
き
る
方

　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方

と
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
に
任
意
加
入

さ
れ
て
い
る
方

加
入
で
き
な
い
方

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
（
一
部

免
除
・
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付

猶
予
を
含
む
）
さ
れ
て
い
る
方
、
農
業

者
年
金
基
金
の
加
入
者
、
付
加
保
険
料

の
納
付
者

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
政
策
推
進
課

広
報
広
聴
係 

☎
２
６
‐
５
７
０
６

市
広
報
で
サ
ー
ク
ル
会
員

を
募
集
し
ま
せ
ん
か

●
お
問
い
合
わ
せ
／
山
形
県
国
民
年
金
基
金

7
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

国
民
年
金
基
金
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課
国

民
年
金
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
８
、各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
割
引

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
施
設
係 

☎
２
６
‐
５
７
８
３

ス
ワ
ン
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
利
用
者

50
万
人
達
成
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

納付方法 割引額 納付額

口座振替
前納2年分 15,360円 366,840円

口座振替
前納1年分 3,920円 183,160円

口座振替早割
（1か月早く納付） 600円 186,480円

現金払い
前納1年分 3,320円 183,760円

現金で月々納付 ─ 187,080円
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市政ピックアップ

市・県民税の申告相談日程
　新庁舎改築工事に伴い、申告会場が酒田勤労者福
祉センター（緑町）に変わります。申告期間中は、市役
所本庁舎での申告相談は行いません。

【酒田勤労者福祉センター】日時／2月26日㈮～3月15日
㈫の午前9時～午後4時

▲

申告会場臨時電話／26‐2688
【八幡・松山・平田総合支所】本紙折り込みチラシをご
覧ください
◆申告相談の受け付けは月曜～金曜日のみです。
◆3月6日㈰は午前9時～午後3時に酒田勤労者福祉セ
ンターで申告を受け付けています。　
◆酒田勤労者福祉センター、各総合支所での申告相
談は、地区別に申告相談の指定日を設けています。市
役所から市・県民税の申告書が送付された方は、指定
日に申告会場へおいでください。
◆詳しい日程は、市ホームページをご覧ください。

市・県民税の申告に必要なもの
①印鑑（認め印可）
②所得計算の資料となるもの／給与や年金の源泉徴収票、
報酬などの支払調書、帳簿、収支内訳書、領収書、請求書など
③所得控除計算の資料となるもの／医療費、社会保
険料（国民年金など）、生命保険料（個人年金保険料・
介護医療保険料も含む）、地震保険料、小規模企業共
済などの掛け金の支払証明書や領収書、身体障害者
手帳や精神障害者保健福祉手帳など
◆②と③については、平成27年中に受け取りや支払
いのあったものが対象となります。証明書などがな
いと控除を受けられない場合がありますので、忘れ
ずに持参してください。　
◆障害者手帳などを持っていない方でも、65歳以上
の方で要介護認定を受け、障害者控除対象者認定書
があれば、障害者控除を受けることができます。障害
者控除対象者認定書の交付については、市福祉課地
域福祉係 ☎26‐5731へ問い合わせてください。
◆おむつ代を医療費控除として申告する場合、おむつ
使用証明書が必要です。1年目は、主治医によるおむ
つ使用証明書が必要です。2年目以降の発行について
は、市福祉課地域福祉係に問い合わせてください。

混雑緩和のため、ご協力をお願いします
　毎年、申告会場は午前中を中心に大変混雑します。
申告を円滑に進めるため、次のことにご協力ください。

【収支内訳書の記入】
　営業・農業・不動産所得のある方は、申告の際に収

支内訳書の提出が必要です。帳簿などを整理して収
支内訳書に記入の上、申告会場へおいでください。

【医療費の支払額の集計】
　医療費控除を受けようとする方は、領収書などを
整理し、合計額を集計・検算の上、申告会場へおいで
ください。

郵送でも申告を受け付けます
【手順】
①所得・所得控除計算の資料となるものを用意
②申告書・収支内訳書に必要事項（氏名、住所、電話番
号、所得・控除内容など）を記入し押印
③①と②を封筒に入れて〒998‐8540(住所不要)酒田
市税務課市民税係まで郵送
◆郵送による申告は、3月15日㈫(消印有効)までです。
内容について電話で確認する場合もありますので、
電話番号を必ず記入してください。

公的年金が400万円以下の方の申告について
　平成23年分の確定申告から公的年金等の収入金額
が400万円以下で、かつ「公的年金等に係る雑所得」以
外の所得（営業所得・農業所得・不動産所得等）の金額
が20万円以下である場合には確定申告が不要になり
ました。ただし社会保険料などの各種所得控除を申
告すると、市・県民税が減額になる場合があります。
各種所得控除を追加する場合は市・県民税の申告を
してください。公的年金等に係る雑所得以外に20万
円以下の所得がある場合も市・県民税の申告が必要
です。なお所得税の還付を受ける場合は、税務署へ確
定申告書の提出が必要です。

市・県民税の税制改正について
　ふるさと納税による寄附金税額控除の限度額など
が変わります。詳しくは本紙1月16日号または市ホー
ムページをご覧ください。

酒田税務署からのお知らせ
【平成27年分の確定申告書の提出期限および確定申
告に係る納期限】
所得税、復興特別所得税および贈与税／3月15日㈫
個人事業者の消費税および地方消費税／3月31日㈭

【口座振替利用の方の振替納付日】
所得税／4月20日㈬
個人事業者の消費税および地方消費税／4月25日㈪

【酒田税務署申告会場開設日】2月10日㈬～3月15日㈫
◆詳しくは酒田税務署へ問い合わせてください。
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市政ピックアップ

●お問い合わせ／市税務課市民税係 ☎26‐5712～5714  酒田税務署 ☎33-1450
市・県民税の申告相談が始まります

申告が必要な方

　矢印に従って進むと申告が必要かどうか、必要な場合は市役所と税務署のどちらへ申告するのかがわかります。

（注1）失業等給付、労災保険給付、障害年金および遺族年金は課税対象の収入となりません。
（注2）次の方は確定申告をする必要があります。詳しくは酒田税務署へ問い合わせてください。
　　　¡所得金額が所得控除額を超え、所得税を納税しなければならない方
　　　¡青色申告者　　¡土地や建物を売った方　　¡新たに住宅借入金等特別控除を受ける方
（注3）給与を2か所以上からもらっている方で、年末調整を受けていない給与収入が20万円を超える方は確定申告が必要です。

平成28年1月1日に、酒田市に住所がありまし
たか？

本市への申告は不要です
　ただし平成28年1月1日に住所のあった市区町村
へ申告が必要な場合があります

市・県民税の申告は不要です
　確定申告をした場合は、市・県民税の申告は不要
です

酒田税務署へ確定申告が必要です
　税務署へ確定申告をした場合は、市・県民税の申
告は不要です

市・県民税の申告は不要です
　ただし支払元から酒田市へ報告がない場合は、
申告が必要です。
　また勤め先での年末調整が済んでいない方や、
公的年金収入のある方で、新たに所得控除や税額
控除を受ける場合は申告が必要です(注3)

市・県民税の申告は不要です
　ただし所得証明の発行や、福祉サービスを受け
る場合、または国民健康保険税などの算定のため、
申告を求められる場合があります

スタート

平成27年中（1月～12月）に、収入はありました
か？（注1）

収入の種類は、給与または公的年金のみです
か？

年末調整を受けている給与以外の所得(営業・
農業・不動産・個人年金など)の合計が20万円
以上ありますか？

所得税の確定申告をしますか(しましたか)？
（注2）

市・県民税の申告が必要です

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

11 市政ピックアップ ［私の街さかた 2016.2.1］



市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
学
校
教
育
課
指
導
係

☎
２
６
‐
５
７
７
５

「『
空（
曾
良
）』に
向
か
っ
て
一
句
」

― 

第
七
回
酒
田
っ
子
俳
壇 

―

　

酒
田
の
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
の
力
を

鍛
え
、
感
性
を
磨
き
な
が
ら
日
本
の
文

化
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
市

内
の
園
児
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
始
め

た
事
業
も
７
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
３
２
句
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
次
の

通
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

大
賞

え
ん
て
い
で

ふ
ゆ
し
ょ
う
ぐ
ん
と　

お
に
ご
っ
こ

渡
會
か
な
と
さ
ん（
酒
田
第
二
幼
稚
園
）

し
ん
ま
い
を

お
さ
き
に
ど
う
ぞ　

は
く
ち
ょ
う
さ
ん

大
宮
こ
こ
り
さ
ん（
松
陵
保
育
園
）

台
風
に

　

け
ん
か
な
か
ま
も　

か
た
よ
せ
る

長
谷
部
智
春
さ
ん（
南
平
田
小
２
年
）

だ
ん
ご
む
し

　

初
雪
知
ら
ず　

石
の
下

佐
藤　

碧
さ
ん（
浜
田
小
５
年
）

胡
桃
の
実

　

蹴
っ
て
近
づ
く　

我
が
家
か
な

遠
田
茉
由
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
３
年
）

む
し
た
ち
も

　

あ
き
を
さ
が
し
に　

き
た
の
か
な

佐
藤
け
ん
じ
ろ
う
さ
ん（
酒
田
幼
稚
園
）

︻
小
学
生
の
部︵
低
学
年
︶︼

の
ら
ね
こ
も

　

せ
な
か
丸
め
て　

冬
じ
た
く

志
田
亜
沙
美
さ
ん（
地
見
興
屋
小
３
年
）

い
も
ほ
り
は

　

人
と
い
も
と
の　

つ
な
ひ
き
だ

島
井
陽
向
さ
ん（
一
條
小
３
年
）

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

　

青
空
高
く　

手
を
の
ば
す

菅
原
琉
希
さ
ん（
南
遊
佐
小
１
年
）

ぼ
う
し
の
せ

　

ど
ん
ぐ
り
親
子　

か
ご
い
っ
ぱ
い

佐
藤
緋
奏
さ
ん（
新
堀
小
３
年
）

た
こ
や
き
が

　

ほ
く
ほ
く
く
ち
で　

お
ど
っ
て
る

小
野
は
る
さ
ん（
松
原
小
２
年
）

︻
小
学
生
の
部︵
高
学
年
︶︼

空
の
上

　

秋
を
配
達　

赤
と
ん
ぼ

加
藤
唯
花
さ
ん（
八
幡
小
５
年
）

い
ち
じ
く
の

　

甘
い
香
り
に　

祖
母
想
う

相
蘇
竜
樹
さ
ん（
八
幡
小
６
年
）

登
校
中

　

ふ
ぶ
き
で
皆
が　

い
な
く
な
る

佐
藤
未
夢
さ
ん（
地
見
興
屋
小
５
年
）

ぼ
く
が
舞
う

　

黒
森
歌
舞
伎
に　

雪
が
舞
う

五
十
嵐
悠
人
さ
ん（
黒
森
小
６
年
）

奨
励
賞

地
見
興
屋
小
学
校

第
三
中
学
校

優
秀
賞

︻
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
︼

く
ろ
お
び
に

　

か
ら
て
で
な
る
ぞ　

つ
よ
く
な
る

丸
藤
む
げ
ん
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

は
っ
ぱ
が
ね

　

く
る
く
る
お
ど
る　

か
わ
い
い
な

阿
部
も
も
か
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

は
っ
ぱ
た
ち

　

あ
か
と
き
い
ろ
に　

き
が
え
ち
ゅ
う

土
田
あ
つ
き
さ
ん（
楢
橋
保
育
園
）

あ
か
と
ん
ぼ

　

ゆ
う
や
け
ぞ
ら
で　

う
ん
ど
う
か
い

渋
谷
ひ
な
た
さ
ん（
楢
橋
保
育
園
）

や
ま
の
ぼ
り

　

み
あ
げ
た
そ
ら
に　

あ
か
と
ん
ぼ

木
島
る
か
さ
ん（
楢
橋
保
育
園
）

い
も
う
と
と

　

ほ
っ
た
お
い
も　

ひ
げ
お
じ
さ
ん

石
垣
ひ
ろ
と
さ
ん（
八
幡
保
育
園
）

い
も
づ
く
し

　

あ
き
に
な
っ
た
ら　

お
な
ら
で
る

佐
藤
ゆ
う
が
さ
ん（
八
幡
保
育
園
）

あ
め
あ
が
り

　

お
そ
ら
の
り
ぼ
ん　

か
か
る
に
じ

髙
橋
り
い
ち
さ
ん（
市
条
保
育
園
）

鳥
海
山

　

種
ま
き
じ
い
さ
ん　

ま
た
来
年

遠
田
大
和（
若
浜
小
５
年
）

︻
中
学
生
の
部
︼

ゴ
ー
ル
切
る

　

喧
噪
の
な
か　

母
の
声

佐
藤
美
羽
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

運
動
会

　

勝
ち
た
か
っ
た
と　

涙
空

山
本　

輝
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

向
日
葵
に

　

負
け
じ
と
空
へ　

背
伸
び
す
る

菅
原
眞
子
さ
ん（
第
二
中
２
年
）

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　

母
の
言
葉
は　

風
邪
薬

石
垣　

海
さ
ん（
第
四
中
３
年
）

熱
帯
夜

　

静
か
な
蝉
の　

羽
化
の
時

佐
藤　

駆
さ
ん（
第
六
中
３
年
）

満
月
と

　

重
な
る
祖
母
の　

丸
い
笑か

顔お

　
　

阿
部
ひ
よ
り
さ
ん（
東
部
中
２
年
）

干
し
柿
が

　

ゆ
れ
る
窓
辺
で　

猫
眠
る

安
田
伊
吹
さ
ん（
第
三
中
１
年
）

秋
の
庭

　

洗
た
く
物
と　

や
ま
ぼ
う
し

冨
澤
愛
美
さ
ん（
第
三
中
１
年
）

雪
降
り
て

　

空
見
上
げ
れ
ば　

万
華
鏡

　
　
　

佐
藤
萌
衣
さ
ん（
第
三
中
１
年
）
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市政ピックアップ

鬼はそと! 福はうち!

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
９

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
Ⓡ

15
周
年・ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
レ
ー
ドP

ザ
・
イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュπ

」

が
酒
田
ま
つ
り
に
や
っ
て
く
る

●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31‐0933災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。
1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル 空間放射線量率　 単位：マイクロシーベルト／時間

※1 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

1／18
地下水上流 不検出 不検出 不検出

（セシウム134濃度÷60）＋
（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

測定地点（高さ1㍍） 12／22 1／6 1／21 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.05 0.19以下

測定地点（高さ1㍍） 12／21 12／28 1／4 1／12 1／18 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.05～0.06 0.05～0.06 0.04 0.04～0.05 0.03～0.04
0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05 0.04

2．最終処分場周辺地域における測定結果

　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間
た
ち
が
、
今
回
の

パ
レ
ー
ド
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
「
ド

リ
ー
ム
ク
ル
ー
ザ
ー
Ⅲ
」
と
、
15
周
年

な
ら
で
は
の
特
別
な
デ
ザ
イ
ン
の
「
ド

リ
ー
ム
ク
ル
ー
ザ
ー
Ⅱ
」
に
乗
っ
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
20
日
㈮
午
後
４
時
〜
４
時

30
分
（
予
定
）

場
所
／
一
般
県
道
吹
浦
酒
田
線
新
内
橋

北
交
差
点
〜
主
要
地
方
道
酒
田
港
線
ふ

と
ん
の
池
田
前
（
一
部
観
覧
で
き
な
い

場
所
が
あ
り
ま
す
）

出
演
／
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ダ

ン
サ
ー
、地
元
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
、デ
ィ

ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

市
役
所
１
階
正
面
入
り
口
付
近
に
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

名
称
／
広
告
付
き
庁
舎
等
案
内
板

内
容
／
市
内
全
域
図
（
公
共
施
設
な
ど

の
場
所
表
示
あ
り
）、
市
役
所
周
辺
図
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
の
市
役
所
フ
ロ

ア
案
内
図
な
ど
の
表
示

◆
同
案
内
板
は
民
間
企
業
で
設
置
、
広

告
主
の
募
集
、
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
パ
レ
ー
ド
は
悪
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
中
止
ま
た
は
一
部
内
容
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

同
パ
レ
ー
ド
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
募
集

対
象
／
小
学
生
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

市
内
な
ど
で
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
、

市
内
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
で
構
成
さ

れ
た
20
人
〜
25
人
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

募
集
団
体
数
／
２
団
体

選
考
／
書
類
審
査
の
上
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
で
決
定

申
し
込
み
／
２
月
12
日
㈮
ま
で
酒
田
産

業
会
館
１
階 
市
観
光
振
興
課（
中
町
二

丁
目
）へ
直
接（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

◆
申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
管
財
課
管
理
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
０

庁
舎
等
案
内
板
を

設
置
し
ま
し
た

閲覧方法／市ホームペー
ジのトップページ中央の
Facebook内「酒田市役所」を
クリックしてください

問市政策推進課広報広聴係
　☎26-5706

市公式F
フェイスブック

acebookで
酒田の「今」を
感じてください

Facebook
「いいね」酒田市

112
●市役所

マリーン5
清水屋

相生町
郵便局

ふとんの
池田

本間家
旧本邸

山居倉庫
酒田夢の倶楽

旧鐙屋

中央公園●

●

●

●

●

●

●大通り公園

新井
田川

● コース

13 市政ピックアップ ［私の街さかた 2016.2.1］



酒田市からの

お知らせ 情報

14

す
る
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
畜
産

業
の
方
、す
で
に
報
告
し
た
方
は
除
く
）。

問
庄
内
総
合
支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課 

☎
０
２
３
５
‐
６
８
‐
２
１
５
１

東
北
公
益
文
科
大
学
図
書
館
春
季
休
業
期

間
中（
２
月
５
日
〜
３
月
29
日
）の
開
館
日
程

問
同
大
学
図
書
館 
☎
４
１
‐
１
１
７
７

募
　
集

子
育
て
支
援
に
関
す
る
職
員

募
集
職
種
／
市
家
庭
児
童
相
談
室
相
談

員
▼
対
象
／
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
・
中
学
校
教
諭
、
特
別
支
援
学
校
教

員
、
養
護
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
免
許
・

資
格
ま
た
は
２
年
以
上
の
児
童
福
祉
事

業
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
▼
募
集
人

員
／
１
人
▼
業
務
内
容
／
家
庭
児
童
福

祉
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
指
導
、
支

開　

館

閉　

館

【
月
曜
〜
金
曜
日
】午

前
10
時
〜
午
後
６
時

【
土
曜
・
日
曜
日
、祝

日
】午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

２
月
17
日
㈬
〜
25
日

㈭
、３
月
中
の
日
曜

日
、３
月
14
日
㈪
、15

日
㈫

お
知
ら
せ

児
童
手
当
を
支
払
い
ま
す

　

１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
２
月
10

日
㈬
に
該
当
す
る
方
の
預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
現
況
届
や
添
付
書
類
が

未
提
出
の
方
に
は
、
書
類
提
出
後
に
支

払
い
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
を
支
払
い
ま
す

　

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
と
福
祉
手
当（
経
過
措
置
分
）

の
支
給
月
で
す
。
２
月
10
日
㈬
に
該
当

す
る
方
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
時
間
変
更
】
２
月
20
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
６
時 

【
全
館
休
館
】
２
月
21
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
は
報
告
を

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
下
記

の
対
象
動
物
を
飼
っ
て
い
る
方
は
２
月

１
日
の
飼
養
状
況
を
県
に
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当

援
業
務
な
ど
▼
勤
務
時
間
／
月
曜
〜
日

曜
日
の
一
週
間
あ
た
り
30
時
間
▼
採
用

月
日
／
４
月
１
日
▼
報
酬
／
市
の
基
準

に
よ
る
（
交
通
費
な
し
）
▼
選
考
方
法

／
書
類
審
査
、
面
接
▼
申
し
込
み
／
２

月
26
日
㈮
ま
で
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、

資
格
の
分
か
る
も
の
に
応
募
の
動
機

（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
〒
９

９
８
‐
８
５
４
０
（
住
所
不
要
）、
市
子

育
て
支
援
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

第
２
回
市
長
と
語
ろ
う
！

若
者
交
流
会
参
加
者

　

市
長
と
地
域
の
若
者
が
直
接
意
見
交

換
を
行
う
座
談
会
形
式
の
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
仕

事
」。
酒
田
で
働
く
魅
力
や
価
値
を
本

音
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
①
２
月
17
日
㈬
、
②
２
月

25
日
㈭
の
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

▼
場
所
／
酒
田
市
公
益
研
修
セ
ン

タ
ー
内
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
Ｕア

ン

ダ

ー

バ

ー

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」（
飯
森
山
三
丁

目
）
▼
対
象
／
18
歳
〜
40
歳
の
方
▼
定

員
／
各
日
８
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
①
２
月
10
日
㈬
、
②
２
月
18
日
㈭

ま
で
に
、
専
用
の
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム

https://goo.gl/c1W
D

1N

問
東
北
公
益
文
科
大
学
庄
内
オ
フ
ィ
ス 

☎
４
１
‐
１
１
１
５

◆
詳
し
く
は
東
北
公
益
文
科
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

外
国
出
身
者
の
た
め
の

日
本
料
理
教
室
参
加
者

日
時
／
２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

本
市
在
住
の
外
国
人
と
そ
の
家
族
▼
定

員
／
先
着
10
人
▼
内
容
／
日
本
の
雛
料

理
を
学
ぶ
▼
講
師
／
今
野
志
美
子
氏
▼

費
用
／
中
学
生
以
上
７
０
０
円
、
小
学

生
以
下
３
０
０
円
（
材
料
代
）
▼
申
し

込
み
／
２
月
２
日
㈫
〜
市
国
際
交
流
サ

ロ
ン
へ 

☎
２
６
‐
５
６
１
５ 

6
２
６
‐

５
６
１
７ 

Ｅ
メ
ー
ルkokusai@

city.
sakata.lg.jp

酒
田
海
洋
少
年
団

「
１
日
体
験
入
団
」参
加
者

日
時
／
２
月
28
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
小
学
生
（
保
護
者
も
可
）
▼
内

容
／
訓
練
見
学
、
ビ
デ
オ
上
映
、
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
２
月
26
日
㈮
ま
で
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４‐２
９
９
２

第
３
回 

し
り
あ
う・つ
な
が
る・何
か
生
ま

れ
る
!!
か
も
し
れ
な
い
!?
交
流
会
―
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
交
流
会
―
参
加
者

日
時
／
２
月
20
日
㈯
午
後
３
時
〜
６
時

対象動物

ウ
シ
、ス
イ
ギ
ュ
ウ
、ウ
マ
、シ
カ
、メ

ン
ヨ
ウ
、ヤ
ギ
、ブ
タ（
ミ
ニ
ブ
タ
含

む
）、イ
ノ
シ
シ
、ニ
ワ
ト
リ（
シ
ャ
モ
、

チ
ャ
ボ
、ウ
コ
ッ
ケ
イ
含
む
）、ア
ヒ
ル

（
ア
イ
ガ
モ
含
む
）、ウ
ズ
ラ
、キ
ジ
、ホ

ロ
ホ
ロ
ド
リ
、シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
、ダ

チ
ョ
ウ
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川
町
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
▼

定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
雪
あ
そ

び
・
調
理
実
習
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
菓
子

の
株
式
会
社
な
ど
▼
費
用
／
２
千
円

（
材
料
費
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／

費
用
を
添
え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
事

務
室
へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

酒
田
甚
句
！
浴
衣
姿
で
女
踊
り
！

講
座
受
講
者

日
時
／
３
月
５
日
㈯
、
12
日
㈯
の
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
（
全
２
回
）
▼

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

本
市
、
遊
佐
町
、
庄
内
町
、
三
川
町
在

住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
中
学
生
以
上

〜
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
方
▼
定
員
／

先
着
30
人
▼
内
容
／
浴
衣
の
着
付
け
と

踊
り
の
練
習
▼
持
ち
物
／
浴
衣
一
式
▼

講
師
／
池
田
妙
子
氏
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
２
月
15
日
㈪
午
前
９
時
〜

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
直
接
ま

た
は
電
話 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

「
絵
本
を
楽
し
も
う
」赤
ち
ゃ
ん
の
読

み
き
か
せ
教
室
―
休
日
編
―
受
講
者

日
時
／
２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対

象
／
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
／
先
着
10
組
▼
内
容
／
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

30
分
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
対
象
／
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
の
方
、
興

味
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
50
人
▼
内

容
／
活
動
紹
介
、
交
流
な
ど
▼
費
用
／

２
千
円
（
軽
食
・
飲
み
物
代
な
ど
）
▼

申
し
込
み
／
２
月
12
日
㈮
ま
で
酒
田
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
４
３
‐

８
１
６
５
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）
6
２
６
‐
５
６
１
７

高
校
生
食
育
ス
ク
ー
ル
受
講
生

日
時
／
３
月
10
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
ま
た
は
市
内

の
高
校
に
通
学
す
る
高
校
生
（
現
３
年

生
を
含
む
）
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内

容
／
自
炊
に
役
立
つ
調
理
実
習
、
健
康

に
関
す
る
講
話
な
ど
▼
費
用
／
２
５
０

円
（
材
料
代
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み

／
２
月
４
日
㈭
〜
26
日
㈮
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
市
健
康
課
健

康
係
へ 

☎
２
４
‐
５
７
３
３

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
あ
そ
び
お
泊
ま
り
会
参
加
者

日
時
／
２
月
20
日
㈯
午
前
９
時
〜
21
日

㈰
午
前
10
時
（
１
泊
２
日
）
▼
場
所
／

ひ
ら
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）
▼

対
象
／
本
市
、
遊
佐
町
、
庄
内
町
、
三

や
わ
ら
べ
歌
で
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び

を
楽
し
む
▼
講
師
／
（
一
社
）
子
ど
も

の
読
書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理
事 

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

加
藤

美
穂
子
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
中
央
図
書
館
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

つ
ち
だ
よ
し
は
る
さ
ん
と

石
こ
ろ
ア
ー
ト
参
加
者

日
時
／
２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
▼
場
所
／
松
山
文
化
伝
承
館

▼
対
象
／
５
歳
〜
小
学
生
の
子
ど
も
と

保
護
者
▼
定
員
／
先
着
15
組
▼
内
容
／

石
に
絵
を
描
い
て
遊
ぶ
▼
講
師
／
絵
本

作
家 

つ
ち
だ
よ
し
は
る
氏
▼
費
用
／

無
料
（
入
館
料
別
途
）
▼
申
し
込
み
／

２
月
２
日
㈫
〜
電
話
で
松
山
文
化
伝
承

館
へ 

☎
６
２
‐
２
６
３
２

ま
つ
や
ま
塾
創
作
教
室
参
加
者

日
時
／
２
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
28
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所
／
松
山
城
址
館
▼
対
象
／
５
歳

〜
小
学
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
定
員

／
各
日
先
着
25
組
▼
内
容
／
か
る
た
の

絵
札
と
読
み
札
制
作
▼
講
師
／
絵
本
作

家 
つ
ち
だ
よ
し
は
る
氏
▼
持
ち
物
／

飲
み
物
、
上
履
き
、
防
寒
具
、
絵
の
具

セ
ッ
ト
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

２
月
３
日
㈬
〜
電
話
で
松
山
総
合
支
所

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
へ 

☎
６
２
‐

２
６
１
１

酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43‐8755（平日8：30～17：00）

セミナー名 開催日 時間 内　容 申込締切
困っている誰かのお役に立てる
BPO産業トライアルセミナー

2／15㈪ 
～17㈬

9：00～
15：00

¡庄内地方初の「BPO産業」を紹介するとともに、最終日は会社見学も実施
¡発音、言葉づかい、会話と傾聴、パソコン操作など基本スキルの習得 2／10㈬

マンツーマンでアドバイス!!
面接＆履歴書・職務経歴書作成セミナー

2／22㈪、
23㈫

9：00～
15：00

¡初対面で好印象を与えるポイントや自己PR方法を学び、模擬面接で実践
¡就職活動に必要な応募書類をパソコン演習で作成 2／18㈭

薬局で働くスキルと資格を取得
調剤薬局事務セミナー

2／22㈪
～26㈮

10：00～
15：00

¡調剤薬局事務で必要なマナーから調剤報酬請求などの専門知識を学ぶ
¡「調剤薬局事務員資格」の取得を目指す5日間の短期集中講座 2／18㈭

企業が求めるスキル第一位
ポジティブコミュニケーションセミナー

2／24㈬、
25㈭

9：00～
15：00

¡コミュニケーションの基本「話す」「聴く」方法を習得し対人関係の苦手意識をなくす
¡自分の弱みと強みを分析し、メンタル力を鍛えストレスに強くなる方法を学ぶ 2／22㈪

場所・駐車場／申込時に必ず確認してください ▼対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを全
日程受講可能な方 ▼定員／各セミナー10人～20人（最少開催人数4人） ▼申し込み／同協議会事務局へ ☎43‐8755 622‐7522 Eメールsakata-koyou@bz04.plala.or.jp
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４
時
15
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
（
飯

森
山
三
丁
目
）
▼
内
容
／
東
北
農
政

局
地
方
参
事
官 

野
村
竜
司
氏
の
講
演
、

富
山
大
学
教
授 

酒
井
富
夫
氏
の
課
題

提
言
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
費
用
／
無
料

問
市
農
政
課
複
合
経
営
振
興
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
２

出
羽
遊
心
館「
わ
ら
べ
の
ひ
な
祭
り
展
」

日
時
／
２
月
11
日
㈷
〜
25
日
㈭
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日
休
館
）
▼

場
所
／
出
羽
遊
心
館
▼
内
容
／
参
加
希

望
の
あ
っ
た
市
内
の
法
人
保
育
園
年
長

児
に
よ
る
手
作
り
お
雛ひ
な

様
の
展
示

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

展
　
示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１‐０
０
９
５

月
曜
日
休
館

◆
酒
田
市
美
術
館
収
蔵
品
展

─

斎
藤
長
三
、

佐
藤
昌
祐
、
國
領
經
郎
ほ
か

─

﹇
２
月
２

日
㈫
〜
３
月
13
日
㈰
﹈

●
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
酒
田
飽
海
地
区
子
ど
も
美
術
展
（
入

館
料
無
料
）﹇
２
月
３
日
㈬
〜
14
日
㈰
﹈

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１‐０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館

◆
古
寺
巡
礼
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム 

◆
勅
使

河
原
蒼
風
の
花
﹇
４
月
10
日
㈰
ま
で
﹈

第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
講
座

現
代
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

―
情
報
発
信
者
の
意
図
を
見
抜
け
―

日
時
／
３
月
16
日
㈬
午
後
７
時
15
分
〜

９
時
▼
場
所
／
中
央
図
書
館
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内

容
／
拡
大
す
る
情
報
を
主
体
的
に
読
み

解
き
、
真
偽
を
見
抜
き
、
活
用
す
る
方

法
を
学
ぶ
▼
講
師
／
秋
田
県
立
図
書
館

副
館
長 

山
崎
博
樹
氏
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
中
央
図
書
館
へ 
☎
２

４
‐
２
９
９
６

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
３
月
７
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時
、

８
日
㈫
午
前
９
時
〜
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
の

前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域

振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐
３
９

１
１

催
　
し

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
影
響
と
酒
田
農
業
の

将
来
展
望
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
／
２
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

◆
箱
根
の
森 

彫
刻
と
詩
﹇
３
月
５
日

㈯
ま
で
﹈

◆
朗
読
会
―「
宝
の
日
」土
門
拳
さ
ん
の

記
念
館
で
吉
野
弘
さ
ん
の
詩
を
よ
む
―

日
時
／
２
月
21
日
㈰
午
後
２
時
〜
▼
内

容
／
詩
の
朗
読
ほ
か
▼
出
演
／
酒
田
詩

の
朗
読
会
▼
費
用
／
無
料
（
入
館
料
別

途
）

松
山
文
化
伝
承
館

☎
６
２‐２
６
３
２

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館

◆
ま
つ
や
ま
に
残
る
書
簡
展
﹇
２
月
14

日
㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化
、
郷
土

の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２‐３
９
１
１

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
し
ゅ
ん
こ
う
門
崎

サ
ー
ク
ル
亀
ケ
崎
教
室
作
品
展
﹇
３
月

10
日
㈭
ま
で
﹈

酒
田
市
立
資
料
館

☎
２
４‐６
５
４
４

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館

◆
絵
は
が
き
に
写
る
近
代
の
酒
田
﹇
２

月
７
日
㈰
ま
で
﹈

◆
雛
と
酒
田
の
美
酒
﹇
２
月
13
日
㈯
〜

４
月
３
日
㈰
﹈

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

☎
２
２‐０
５
５
１

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
江
戸
期
庄
内
・
酒
田

の
医
学
に
つ
い
て
」﹇
２
月
28
日
㈰
ま

で
﹈

◆
日
和
山
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２‐３
５
６
２

◆
鍵
と
版
木
﹇
２
月
下
旬
ま
で
﹈

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま
﹇
２
月
下
旬

〜
４
月
上
旬
﹈

本
間
美
術
館

☎
２
４‐４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
お
め
で
た
い 

吉
祥
の
世
界
﹇
２
月

22
日
㈪
ま
で
﹈

◆
雛
祭 

古
典
人
形
展
﹇
２
月
27
日
㈯

〜
４
月
４
日
㈪
﹈

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

中
国
陶
磁
を
中
心

に
﹇
２
月
22
日
㈪
ま
で
﹈

●
池
之
端
休
憩
所

【
傘
福
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
じ
ー
じ
・

ば
ー
ば
雛
づ
く
り
】
日
時
／
２
月
20
日

㈯
、
21
日
㈰
の
午
後
１
時
〜
▼
定
員
／

各
日
先
着
10
人
▼
持
ち
物
／
裁
縫
道
具

▼
費
用
／
１
千
円
▼
申
し
込
み
／
同
美

術
館
へ

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３‐１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
飽
海
地
区
高
等
学
校
美
術
教
師
展

﹇
２
月
１
日
㈪
〜
21
日
㈰
﹈

◆
カ
ワ
イ
絵
画
造
形
教
室 

あ
そ
び
の

あ
し
あ
と
造
形
展
﹇
２
月
26
日
㈮
〜
29

日
㈪
﹈

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２‐０
１
４
６

◆
庄
内
ひ
な
街
道「
湊み
な
と町
酒
田
の
傘
福
」
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相
　
談

無
料
法
律
相
談

日
時
／
２
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。申
込
時
に
相
談

の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

▼
相
談
員
／
尾
形
稔
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
２
月
８
日
㈪
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

日
時
／
２
月
26
日
㈮
午
後
３
時
〜
７

時
▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支

店
（
千
石
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
本
市

お
よ
び
遊
佐
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
先

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
８
人
▼
相
談

員
／
東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼
申
し
込
み

／
２
月
８
日
㈪
〜
25
日
㈭
に
同
支
店
へ 

☎
２
２
‐
０
３
２
１

高
齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

日
時
／
２
月
15
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▼
内
容
／
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
契
約
、

解
約
、
退
去
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
入
居

一
時
金
、
保
証
人
な
ど
に
関
す
る
こ
と

▼
相
談
電
話
／
☎
０
５
７
０
‐０
７
３
‐

１
６
５
（
予
約
不
要
）
▼
費
用
／
無
料

（
通
話
料
別
途
）

問
山
形
県
弁
護
士
会 

０
２
３‐６
２
２‐

２
２
３
４

﹇
２
月
21
日
㈰
〜
５
月
21
日
㈯
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

旧
鐙
屋

☎
２
２‐５
０
０
１

◆
黒
森
歌
舞
伎
展﹇
２
月
14
日
㈰
ま
で
﹈

◆
庄
内
ひ
な
街
道
特
別
展「
土
人
形
展
」

﹇
２
月
21
日
㈰
〜
４
月
３
日
㈰]

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 
相
馬
樓

☎
２
１‐２
３
１
０

水
曜
日
休
館

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

☎
２
２‐１
２
２
３

◆
酒
田
の
押
絵
羽
子
板
展
﹇
２
月
３
日

㈬
ま
で
﹈

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
﹇
２
月

20
日
㈯
〜
４
月
３
日
㈰
﹈

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

酒
田
あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

☎
０
９
０‐２
８
４
６‐
６
８
４
６

金
曜
〜
日
曜
日
、祝
日（
希
望
日
予
約
可
）

２
月
20
日
〜
４
月
５
日
休
館
な
し

◆
晴
れ
の
美 

古
小
袖
・
振
袖
と
祝
い
の

飾
り
﹇
２
月
７
日
㈰
ま
で
﹈

◆
雛
街
道

─
秀
作
古
典
雛
・
古
傘
福
・

庄
内
押
絵
展

─

﹇
２
月
20
日
㈯
〜
４
月

５
日
㈫
﹈

【
常
設
】
庄
内
の
美
術
工
芸
品

日本のねこみち 子どもの哲学
考えることをはじめた君へ

だいすきなマロニエの木

岩合光昭／著　朝日新聞出版 河野哲也　土屋陽介　村瀬智之
神戸和佳子／著　毎日新聞出版

オーサ・メンデル＝ハートヴィッグ／文
アネ・グスタフソン／絵　ひだにれいこ／訳
光村教育図書

自由気ままなねこ様に会
いに、「ねこみち」を旅
します。岩合光昭が日本
全国で撮った選りすぐり
のねこ写真や秘蔵写真を
多数収録。撮影秘話やね
こ写真の撮り方なども掲
載。

ふつうって何? 頭が良い
人ってどんな人? 子ども
の問いに哲学者4人が向
き合い、答えへの扉を開
く。身近な問いを通じて
「考える力」が身に付く
哲学入門。

春になっても眠ったまま
花をつけないマロニエの
木は、切られることになっ
た。少女は木の上に座っ
て切られないようにしよ
うと思いつくが…。少女
と木の友情を通し、命の
繫がりを描いたファンタ
ジー。

一般図書 児童絵本中高生向け

問中央図書館  ☎24‐2996図書館 ◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/新 刊 紹 介

Ｖ・チャレンジリーグⅡ女子酒田大会

　本市に本拠地を置く㈱プレステージ・イ
ンターナショナルの女子バレーボールチー
ム「アランマーレ」が参戦しているＶ・チャ
レンジリーグⅡ女子酒田大会が開催されま
す。
日時・対戦カード／2月13日㈯【開場】午前11
時【第2試合】午後1時～・アランマーレ対ト
ヨタ自動車ヴァレキューレ、2月14日㈰【開
場】午前10時【第2試合】正午～・アランマー
レ対ＧＳＳサンビームズ ▼場所／国体記念
体育館小アリーナ ▼前売り券／一般1,500円

（当日券2,000円）、中高生800円（当日券1,000
円）、小学生500円（当日券500円） ▼チケット
販売／とがしスポーツ（水曜日を除く）、酒
田市体育協会（国体記念体育館内、火曜～金
曜日（祝日を除く）午前9時～午後5時）
◆上履きが必要です。
問酒田地区バレーボール協会、伊藤 ☎090-
9539-2055
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冬のゼロポイントトレッキング参加者募集

日時／2月21日㈰午前9時～午後3時 ▼集合場所／日
向コミュニティセンター（八幡タウンセンターから
送迎あり） ▼内容／かんじきを使って北緯39度・東経
140度の交点をGPSで探すトレッキング（3～4時間）

▼服装／上下防寒着、防寒長靴、手袋など ▼持ち物／
飲み物、携帯食、カップ（かんじきは主催者で準備し
ます） ▼費用／3,000円（昼食代、ガイド代、保険料な
ど） ▼申し込み／2月15日㈪まで、湯の台温泉鳥海山
荘内、もだしの会事務局へ ☎61‐1727
◆申込時に、送迎希望の有無を伝えてください。

鳳来山なんでも探検参加者募集 

日時／3月6日㈰午前8時～ ▼集合場所／希望ホール
前 ▼対象／小学4年生以上 ▼定員／先着20人 ▼内容
／かんじきを使ったスノートレッキング ▼持ち物／
敷き物、マイカップ、行動食など ▼費用／2,000円（昼
食代など） ▼申し込み／2月28日㈰まで鳥海やわたイ
ンタープリター事務局、佐々木 ☎090‐2953‐5022

ワクワク・ドキドキの雪遊び体験

日時／2月11日㈷午前10時～午後3時 ▼場所／鳥海山
荘（草津） ▼内容／スノーモービルバナナボート、そ
り遊び、アイスクリーム作り、豚汁などの販売 ▼費
用／就学前児童無料、小学生400円、中学生以上500円

（鳥海山荘入浴割引券付き） ▼申し込み／当日会場へ
問鳥海山荘 ☎61‐1727

松山の冬の親子体験ツアー参加者

日時／2月20日㈯午前9時～午後1時30分 ▼集合場所
／市民健康センター ▼対象／中学生以下の親子 ▼

定員／10組 ▼内容／松山地区で栽培されたそば粉を
使ったそば打ちと試食 ▼持ち物／エプロン、三角巾

▼費用／大人1,000円、子供800円（材料代、保険料な
ど） ▼申し込み／2月3日㈬～電話でＮＰＯまちづく
りn

ネット

et松山へ ☎61‐4885

すまいる「楽しいパソコン教室」2月生募集

場所／ひらたタウンセンター ▼内容／全く初めての
方向け。文書作成とインターネットなど各コースあ
り（1回2時間の全5回） ▼費用／4,000円（資料代） ▼申
し込み／すまいる、齋藤 ☎070‐6617‐3402

すまいる名作映画鑑賞会

場所／ひらたタウンセンターシアターＯＺ ▼期日・
内容／2月3日㈬・「銃声」、10日㈬・「硫黄島の砂」、17日
㈬・「釣りバカ日誌」、24日㈬・「チャップリンの短編
集」 ▼時間／午後1時30分～ ▼費用／無料
問すまいる ☎52‐3130

ほのぼの・ふれあいバザー

日時／2月6日㈯午前11時20分～午後0時5分 ▼場所／
県立鶴岡高等養護学校 ▼対象／どなたでも ▼内容／
生徒製作の製品販売
問鶴岡高等養護学校職員室 ☎0235‐22‐0581

女性のためのこころのケア講座

日時／2月14日㈰午前10時～正午 ▼場所／公益研修
センター中研修室212号（飯森山三丁目） ▼対象／高
校生以上の女性 ▼内容／自尊心―わたしがわたしを
大切にする― ▼講師／東北公益文科大学教授 伊藤
眞知子氏 ▼費用／500円 ▼申し込み／当日会場へ 
問庄内ちぇりあ、大久保  ☎090‐7790‐2029

第29回酒田幼児音楽の広場

日時／2月14日㈰午前9時10分開演（8時50分開場） ▼

場所／希望ホール ▼内容／園児による器楽合奏、和
太鼓、うた、表現など ▼出演／宮野浦保育園、泉保育
園、北新橋保育園、上田保育園、西荒瀬保育園、東平田
保育園、十坂保育園 ▼費用／無料
問上田保育園 ☎25‐2209

まちかど健康チェック

日時・場所／2月12日㈮午前10時～11時・チャレンジ
ショップふれっしゅ（中町二丁目）、24日㈬午後2時～
3時・かんぽの宿酒田（飯森山三丁目） ▼対象／どなた
でも ▼内容／血圧、体脂肪・内臓脂肪、血管年齢の測
定 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問本間病院友の会 ☎26‐6631

　満期後20年2か月経つとお客さまの権利が消滅し
ます。払い戻しの手続きは、最寄りのゆうちょ銀行や
郵便局で早めにしてください。
問（独法）郵便貯金・簡易生命保険管理機構 ☎03‐
5472‐7101

満期を過ぎた郵便貯金や簡易生命保険はありませんか
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ひろば情報
さかた

世代間で楽しむリトミック参加者募集

日時／2月28日㈰午後2時～3時 ▼場所／希望ホール

▼対象／2歳～小学2年生と保護者や祖父母、60歳以
上の方 ▼定員／先着60人 ▼講師／加藤千鶴氏 ▼費用
／無料 ▼申し込み／ぴーちくぱーくへ ☎070‐5621‐
7726 626‐1651

すてっぷ遊びのひろば参加者募集

日時／2月21日㈰午前10時～11時30分 ▼場所／県立
鳥海学園（遊佐町） ▼対象／発達が気になる幼児～小
学生と保護者 ▼内容／おひなさまを作ろう ▼費用／
無料 ▼申し込み／2月17日㈬まで県立鳥海学園へ ☎
75‐3334、675‐3872

ふれあい看護体験参加者募集

期日／5月8日㈰～14日㈯ ▼体験施設／県内の病院、
診療所、福祉施設、訪問看護ステーションなど ▼対象
／どなたでも ▼費用／無料 ▼申し込み／2月8日㈪～
26日㈮に住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、職業また
は学校名、希望期日、希望体験施設、白衣サイズ（Ｓ・
Ｍ・Ｌ）、電話番号を明記の上、〒990‐2473 山形市松
栄1丁目5‐45 山形県看護協会へ郵送、高校生は通学
している高校へ
問同協会ふれあい看護体験担当 ☎023‐685‐8033

県立庄内職業能力開発センター金属技術科（後期）募集

受験資格／中学校もしくは高等学校を卒業または
平成28年3月卒業見込みの方 ▼募集人員／17人 ▼試
験日／2月19日㈮ ▼試験場所／同センター（京田三丁
目） ▼申し込み／2月10日㈬まで願書に必要事項を記
入の上、同センターに持参するか、同封された願書提
出用の封筒で郵送 
◆願書は同センターにあります。 
問同センター ☎31‐2700

日商簿記検定（3級・2級）答案練習会参加者募集

日時／2月11日㈷【3級】午前9時～正午 【2級】午後1時
30分～4時30分 ▼場所／県立産業技術短期大学校庄
内校（京田三丁目） ▼定員／各先着90人 ▼内容／本試
験の予想問題の答案練習と同校講師による解答解説

▼費用／無料 ▼申し込み／2月8日㈪まで同校へ ☎
31‐2300 631‐2770

県営住宅2月募集

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて
公営住宅法に適合する方 ▼家賃／所得に応じて ▼入
居時期／3月下旬 ▼申し込み／2月3日㈬～9日㈫の午
前10時～午後5時に県営住宅指定管理者西王不動産

（庄内総合支庁内）へ ☎0235‐66‐3210

山形県酒田海洋センター臨時休館

　リニューアルに伴い、次の通り休館します。
休館日／2月15日㈪～19日㈮
問山形県港湾事務所港湾振興室 ☎26‐5636

任期制自衛官（陸上および海上自衛官候補生）募集

入隊時期／4月上旬 ▼対象／平成28年3月末現在27歳
未満の方 ▼試験日／3月6日㈰ ▼申し込み／2月29日
㈪までに自衛隊酒田地域事務所へ ☎27‐3532

県立鶴岡南高等学校通信制課程生徒募集

募集学科・人員／普通科・80人 ▼修業年限／3年以上

▼選考方法／書類選考 ▼申し込み／3月1日㈫～22日
㈫午後4時
◆個別説明会を行っています。詳しくは電話で問い
合わせてください。 
問同校通信制課程教務課 ☎0235‐22‐2673

子育て講演会参加者募集

日時／2月20日㈯午前10時～正午 ▼場所／ＮＰＯ法
人あらた世代交流館（東町一丁目） ▼対象／どなたで
も ▼内容／発達障がい児の子育て、関わり方のポイ
ント ▼講師／県立総合療育訓練センター診療部長 
伊東愛子氏 ▼費用／無料 ▼申し込み／2月15日㈪ま
でＮＰＯ法人あらた 育ちの広場そよ風へ ☎090‐4311‐
1154 625‐8385 Ｅメール kosodate@npo-arata.com

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分
川南1号 若宮町二丁目 4 一般用
川南2号 若宮町二丁目 1 一般用
川南3号 若宮町二丁目 1 一般用
川南3号 若宮町二丁目 1 一般用　単身可
川南5号 若宮町二丁目 1 一般用
こがね1号 こがね町一丁目 1 一般用
東泉3号 東泉町四丁目 1 一般用
鳥海2号 富士見町三丁目 1 一般用
北新町（3DK） 北新町一丁目 1 一般用
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東北公益文科大学

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117お好みで具をいろいろと変えてみましょう。

旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

食生活改善推進員からの

ワンポイント

酒田 旬の 46

 　公益大では、新入生の希望者は学生研修寮（ドミトリー。
以下ドミ）に入寮することができます。先輩ドミ生は、新
入生が新しい環境や仲間にすぐに馴染めるように相談相
手となりアドバイスを送るのが役目。現在、私のドミには
県内、県外出身者合わせて8人が暮らしています。
　4月の入寮時にはみんなぎこちなさがありましたが、一
緒に料理を作ったり、遊びに行ったりしながら徐々に打
ち解け、今は良い雰囲気で楽しく生活しています。ドミ生
のほとんどが親元を離れて生活するのが初めてなので、
食事の準備や掃除を当番制にしたり、ルールを決めたり
し、生活が乱れないように全
員で協力しています。　
　私は来年もドミに残るの
で、新入生から頼られる先輩
となり、充実したドミ生活を
送れるようにサポートしてい
きたいと思います。

「先輩ドミ生」として
佐藤 光（２年）

太巻き
　ちょっとしたお祝い事にも
喜ばれる太巻き。家族みんな
で、楽しみながら手作りに挑
戦してみてはいかがでしょうか。

【作り方】
①炊き上がったご飯にＡを混ぜ、すし飯を作る。
②Ｂの材料を混ぜ合わせ、厚焼き卵を作る。
③鶏肉は厚みを均等にして長めにスライスし、Ｃを混ぜたものに10分程度漬け

る。汁を切り、サラダ油を敷いたフライパンで焼く。両面焼いて火が通ったら、
漬け汁を加えて煮詰める。

④キュウリを縦4等分に切る。②の厚焼き卵もキュウリの太さに合わせて切る。
⑤巻きすに焼きのりを置く。巻き終わりを2センチ㍍程度あけ、①を均等な厚さ

に敷く。③④を手前に並べて乗せ、巻く。
⑥少し落ち着かせてから、好みの大きさに切る。
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【材料】（3本分程度）
●すし飯
　米 2合
　　酢‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ3
　　砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ1
　　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ1
●厚焼き卵
　　卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3個
　　酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
　　みりん‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
　　砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
　　だし汁‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
　　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々

●鶏の照り焼き
　鶏もも肉‥‥‥‥‥‥‥‥ 150㌘
　サラダ油‥‥‥‥‥ 大さじ2分の1
　　しょうゆ‥‥‥‥‥‥ 大さじ1
　　みりん‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ1
　　酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ1

　キュウリ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1本
　焼きのり（全型）‥‥‥‥‥‥ 3枚
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さかたの か
ぜ

今月の人 小松 尚さん（日吉町一丁目）
御菓子司小松屋 九代目店主

Komatsu Takashi

春
待
つ
気
持
ち
を
込
め
て

　
「
庄
内
の
雛ひ
な

菓
子
は
、鶴
岡
と
酒
田
で

は
趣
が
違
い
ま
す
。鶴
岡
は
江
戸
の
、そ

し
て
酒
田
は
上
方
の
影
響
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、老
舗
菓
子
司

「
小
松
屋
」店
主
の
小
松
さ
ん
。昨
年
10

月
、小
松
さ
ん
が
作
っ
た
雛
菓
子
は
海

を
渡
り
、イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
国
際
博

覧
会（
万
博
）へ
。傘
福
と
一
緒
に
展
示

さ
れ
、異
国
の
地
に
酒
田
の
春
を
伝
え

ま
し
た
。

　

小
松
屋
の
雛
菓
子
は
、小
ぶ
り
で
繊

細
な
細
工
が
印
象
的
で
す
。丁
寧
に
彩

色
さ
れ
た
優
し
い
色
合
い
の
雛
菓
子
は
、

見
る
だ
け
で
気
持
ち
が
温
か
く
な
る
よ

う
。縁
起
物
の
鯛た
い

や
鶴
、梅
の
花
と
一
緒

に
、鮎あ
ゆ

や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、桃
の
節
句
と

は
縁
の
な
い
モ
チ
ー
フ
も
並
び
ま
す
が
、

小
松
さ
ん
は
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
雛
人
形
に
は
、女
の
子
の
成
長
を
願
う
だ

け
で
な
く
、五
穀
豊
穣
や
豊
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
願
う
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
雛
菓
子
は
、お
雛
様
に
食
べ
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
。春
が
早
く
来
て
ほ

し
い
と
い
う
気
持
ち
を
雛
菓
子
に
託
し
た

の
で
し
ょ
う
」

思
い
出
を
作
り
︑
伝
え
る

　

お
客
さ
ま
と
の
会
話
を
通
し
て
、お
菓

子
が
人
の
心
の
支
え
に
な
る
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
、と
話
し
て
く
れ
た
小
松
さ

ん
。「
昔
食
べ
た
お
菓
子
が
今
も
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
、そ
の
時
代
の
思
い
出
と
と

も
に
、人
を
励
ま
す
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」。

江
戸
時
代
の
木
型
で
作
ら
れ
る
雛
菓
子
を
、

小
松
さ
ん
は
大
切
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
「
お
菓
子
は
人
に
寄
り
添
う
も
の
。人
生

の
節
々
の
思
い
出
を
、お
菓
子
を
き
っ
か

け
に
思
い
起
こ
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で

す
ね
」。小
松
さ
ん
の
思
い
が
こ
も
っ
た
雛

菓
子
は
、今
年
も
酒
田
の
春
を
彩
り
ま
す
。

　

今
年
20
周
年
を
迎
え
る
酒
田
雛
街
道
は
、２

月
20
日
㈯
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

雛
人
形
の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、込
め
ら
れ

た
思
い
に
気
付
く
と
、お
雛
様
も
違
っ
た
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

◆
酒
田
雛
街
道
の
詳
し
い
内
容
は
、本
紙
２
月

16
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミラノ万博で展示された雛菓子

▲協力しながら食事を作る様子
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市内企業の優れた技術力や製品、
サービスを紹介します。 vol. 34

鋼
構
造
物
の
パ
イ
オ
ニ
ア

　

高
層
ビ
ル
や
工
場
な
ど
、
多
く
の
大
型

建
築
物
に
は
鉄
骨
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
骨
は
、
建
築
物
の
柱
や
梁は
り

な
ど
の
骨
組

み
に
使
わ
れ
る
資
材
で
、
鉄
を
鍛
え
た
合

金
（
鋼
）
の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
す
。
鉄
骨
構
造
の
建
築
物
は
、
強
度
と

間
取
り
の
自
由
度
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
大
正
15
年
に
鉄
瓶
の
弦つ
る

の
製
作

か
ら
創
業
し
、
現
在
は
建
築
鉄
骨
を
専
門

に
製
造
し
て
い
ま
す
。
酒
田
工
場
で
は
年

間
１
万
５
千
㌧
の
鉄
骨
を
東
北
や
関
東
の

建
設
会
社
に
供
給
し
て
お
り
、
酒
田
市
内

で
は
希
望
ホ
ー
ル
や
亀
ケ
崎
小
、
東
部
中

に
も
当
社
の
鉄
骨
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

技
術
と
想
像
力
が
生
み
出
す
精
密
構
造

　

鉄
骨
の
製
造
は
、
作
図
、
加
工
、
組
立
、

溶
接
、
塗
装
の
各
工
程
か
ら
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
図
面
に
従
い
鉄
板
な
ど
を
切
断

し
、
ボ
ル
ト
止
め
用
の
穴
開
け
な
ど
の
加

工
を
施
し
て
部
品
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
を

ク
レ
ー
ン
な
ど
で
持
ち
上
げ
て
組
み
合
わ

せ
、
ボ
ル
ト
止
め
や
溶
接
に
よ
り
つ
な
ぎ

留
め
ま
す
。
技
術
者
が
製
品
の
完
成
形
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
ミ
リ
単
位
の
精
度
で

組
み
立
て
溶
接
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後

塗
装
を
行
い
、
検
査
を
経
て
完
成
で
す
。

　

各
工
程
で
妥
協
の
無
い
、
丁
寧
な
作
業

を
行
う
こ
と
で
、
大
型
建
築
物
を
支
え
る

高
品
質
な
製
品
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

今月は 株式会社 ムラヤマ 酒田工場

酒田工場（平成27年11月竣工）

市内企業の社屋工事

真
上
か
ら
は
８
の
形
に
見
え
ま
す
。

Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ（
立
体
図
面
作
成
ソ
フ
ト
）

を
駆
使
し
な
が
ら
も
、手
づ
く
り
感

の
あ
る
建
物
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

梁工場

昨
年
完
成
し
た
梁
工
場
で
す
。こ
こ

で
は
、一
次
加
工・
梁
の
組
立・
塗
装

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【企業の概要】
　大正15年村山つる屋として創業、昭和16年酒田工場
完成、昭和36年株式会社村山鉄工所となる、平成4年現
商号となる。
商　　号 株式会社ムラヤマ
資 本 金　6,500万円
◎酒田工場
住　　所　酒田市宮海字新林662-16 ☎34-6121
代 表 者　取締役酒田工場長 那須 広樹　
従業員数　65人
事業内容　建築鉄骨、橋梁、鋼構造物等の製造
ホームページ http://www.y-murayama.jp/

柱
と
梁
の
結
合
部
分
の
組
立
作

業
で
す
。

製造部組立班 小野 翔也さん

　

か
つ
て
は
、
一
定
の
年
齢
に
な
れ
ば

結
婚
す
る
の
が
当
た
り
前
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
結
婚

し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
「
妻
子
を
養

う
だ
け
の
経
済
力
が
な
い
」「
そ
も
そ

も
出
会
う
機
会
が
な
い
」
な
ど
と
結
婚

に
積
極
的
に
踏
み
出
せ
な
い
人
が
い
る

一
方
で
「
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
結
婚

す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
人
も
増
え
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

き
方
の
自
由
や
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
世
の
中
の
背
景
も
影
響
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
結
婚
に
対
し
て
足
踏
み
状

態
の
人
、
結
婚
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
へ
、
前
向
き

な
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

¡

出
会
い
が
な
い
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
方
は
、
積
極
的
に
出
会
い

の
場
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
最
初
は
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
回
数
が
増
す
ご
と
に
会

話
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
出
会
い
を
期
待
し
ま
し
ょ
う

¡

自
分
が
婚
活
し
て
い
る
こ
と
を
、
友

達
や
職
場
の
人
に
明
言
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
か
ら
縁
が
繋
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん

¡

経
済
的
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
は
、

二
人
で
支
え
合
う
こ
と
を
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
経
済
的
に
楽
に
な
り
、

生
活
が
豊
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

¡

結
婚
す
る
と
自
由
に
使
え
る
時
間
や

お
金
は
確
か
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

二
人
で
築
く
家
庭
や
家
族
が
で
き
る
喜

び
と
充
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
人
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　

自
分
の
幸
せ
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

結
婚
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
、
マ
イ

ナ
ス
思
考
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
の
選
択
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ
ラ
ス
思
考
の
選
択

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
交
流
ひ
ろ
ば
内
）

☎
２
６‐５
６
１
２

6
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ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
地

域
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
の
ほ
か
、
食

の
テ
ー
マ
で
も
活
動
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
楽
し
み

伝
え
る
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
数
多
く
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
８
月
26
日
に
「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」
の
準
備
会
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
構
想
メ
ン
バ
ー
の
酒
田
市
、

遊
佐
町
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
と
由
利
本

荘
市
の
３
市
１
町
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
す
る
講
演
や
説
明
会
、
ガ
イ
ド
養

成
講
座
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、

小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
だ
け
で
も
１

０
０
件
以
上
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
各
所
に
「T

タ

ッ

チ

ouch!

」
と
い
う
青

い
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
さ
ら
な
る
参
加
を
求
め
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
や
技
術
な
ど
は
必
要
な
く

「
自
分
の
町
や
隣
町
の
自
然
の
成
り
立

ち
や
鳥
海
山
の
こ
と
な
ど
を
知
り
た
い
、

伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
方
な

す
と
き
や
受
け
取
る
と
き
に
は
、

必
ず
衣
類
の
状
態
を
お
店
の
人
と

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
、

業
界
で
は
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故

賠
償
基
準
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
マ
ー
ク(

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に

関
す
る
標
準
約
款
の
登
録
店)

や

Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク(

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生

活
衛
生
同
業
組
合
の
加
盟
店)

の

店
舗
で
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
加
盟

店
以
外
に
も
こ
の
基
準
を
適
用
し

て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

シ
ミ
や
変
色
、
風
合
い
の
変
化
、

品
物
の
紛
失
な
ど
「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
に
関
す
る
相
談
や
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

衣
類
は
着
用
と
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
繰
り
返
す
た
め
、
徐
々
に

劣
化
し
て
い
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
は
複
数
の
要
因
が
重
な
っ
て

発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
原
因

や
責
任
の
特
定
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
出

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル

あ ん 消費生活 81し ん

●お問い合わせ／市消費生活センター ☎26‐5761
　　　　　　　　（市役所1階まちづくり推進課内）

「日本海と大地がつくる 水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク構想 リレーコラム 第●回14

宮城大学事業構想学部
教授

宮原 育子氏

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

▲ジオパーク出前授業の様子

QRコード

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

　児童相談所や市相談窓口では、子育てに関する相談
をなんでも受け付けています。出産や子育てで気にな
ることがあったら、相談窓口にご連絡ください。

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相談所につながります。

26-5734
1
い ち は や く

89
市相談窓口
電話番号

児童相談所
全国共通
ダイヤル

【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733
八幡総合支所地域振興課 ☎64‐3113
松山総合支所地域振興課 ☎62‐2611
平田総合支所地域振興課 ☎52‐3911
庄内総合支庁地域保健福祉課 ☎0235‐66‐4931
◆月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
　（祝日・年末年始を除く）

眠れない…は
心のSOS 一人で悩まず

相談を

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６‐５
７
５
９
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月の ひとりで悩まずにご相談ください。各種相談2

はんこたんな庄内広域広報

親子ふれあいサロンへどうぞ 【2・3月の予定】

期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

2／2㈫
～5㈮

11:00～
11:20

「プレイランド」
豆まきあそびウイーク

就学前児童と
保護者

当日会場
へ

2／10㈬ 10:30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

2／23㈫ 10:30～
11:30

「つくってみよう」プチお茶会
講師／尾川勝次氏

2／29㈪
～3／4㈮

11:00～
11:20

「プレイランド」
おひなさま作りウイーク

2月の診療日は、
7日㈰、11日㈷、14日㈰、21日㈰、28日㈰です。 
※急病や軽いけがのときにおいでください。
※小児科医による診療は日中のみです。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30
分（ただし午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）【夜
間】午後5時30分～8時30分 ▼場所／市民健康センター別館 ▼電
話／21-5225（診療日のみ） ▼平日の問い合わせ／市健康課健康
係 ☎24‐5733

酒田市休日診療所 2月の
診療日

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

遊佐町

ゆざっと軽トラ市
「鍋合戦」開催

　いろんなあったか～い！お
鍋が食べられる軽トラ市「鍋合
戦」を開催します。
日時／2月7日㈰午前10時30分
～正午ごろ（無くなり次第終
了） ▼ 場所／ゆざっとプラザ

（遊佐駅舎前広場） ▼ 内容／鍋
合戦と野菜などの販売
問遊佐町商工会 ☎72‐4422

庄内町

月の沢龍神冬まつり

　巨大かまくらやすべり台を楽しめます。
期日／①2月20日㈯、②21日㈰ ▼ 場所／月の
沢温泉北月山荘周辺 ▼内容・時間／①スノー
ランタン作り・午後1時～、雪灯り・午後4時～、
雪上打ち上げ花火・プロジェクションマッ
ピング・午後6時～ ②スノーモービル体験・
午前10時～正午、午後1時～2時30分、雪上リ
レー・午前11時～正午など
問庄内町商工観光課立川地域観光振興係 ☎
56‐2213

鶴岡市

月山あさひ雪まつり2016

　雪遊びやいろり端体験など昔の雪国文化
体験や、朝日地域の山の幸満載の鍋など「冬」
を思いっきり楽しむイベントです。
日時／2月28日㈰午前10時～午後3時 ▼ 場所
／道の駅「月山」月山あさひ博物村駐車場 ▼

内容／雪国衣装体験、いろり端体験、あさひ
屋台村、梵字川渓谷雪つり橋散歩、ゴジラ坂
けっつすべりなど
問鶴岡市朝日庁舎産業課内同まつり実行委
員会事務局 ☎0235‐53‐2111

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8：30～16：30
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財
務事務所1階理財課
[相 談 専 用 電 話]023-641-
5201

いのちの110番 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

9日㈫、23日㈫／
9:30～12:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈬、22日㈪／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9：00～16：00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

2日㈫、16日㈫／
13:30～15:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈬、22日㈪／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／9：00～16：00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄
内支所（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相
談 も あ り ま す。 ☎0235-
66-5452

教育相談 月～金曜日／9：30～18：00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教
育相談室 
70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／9：30～16：30 中町庁舎4階、市青少年指
導センター ☎24-2901

項　目 日　時 場所／問い合わせ

心配ごと相談 2日㈫、16日㈫／
9:00～12:00

酒 田 市 地 域 福 祉 セ ン タ ー
（新橋二丁目1-19） ☎23-5765

生活困窮者自立支援
相談

月～金曜日／8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさ
かた（地域福祉センター
内）☎25-0350、624-6299、
Ｅメールjiritsu@sakata-
shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援セン
ター庄内プラザ（産業会館
1階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工
港湾課 ☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐
在日）

原則金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企
画課 ☎0235-66-5491

女性の健康相談 24日㈬／15:30～16:30
(要予約)

庄内保健所子ども家庭支
援課（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
5653

身体障がい者更生相談 第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン
ター ☎26-3715

精神保健福祉相談
1日㈪／13：30～15：30
(要予約)
◆次回3月7日㈪。

酒田農業技術普及課（若浜
コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

ひきこもり相談 23日㈫／13:30～15:30
(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課
相談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・検査

［相談］月～金曜日／8：30～
17：15（祝日除く）

［検査］毎週火曜日／9：30～
12：00（要予約）（祝日除く）

庄内保健所保健企画課健康
相談室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4920
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

酒田市政策推進課
広報広聴係
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No.124
「サンタさんと一緒に写真を撮ったよ」

北
平
田

保
育
園

い
と
う 

し
ゅ
う
え
い 

く
ん

黒
森
歌
舞
伎
正
月
公
演

【
特
製
弁
当
】

費
用
／
９
０
０
円
▼
数
量
／
両
日
と

も
限
定
30
食

【
有
料
升
席（
４
人
席
）】

費
用
／
１
升
１
万
円
（
４
人
分
の
特

製
弁
当
、
お
土
産
、
ひ
ざ
掛
け
付
き
）

▼
数
量
／
両
日
と
も
限
定
８
升

◆
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。申
し
込

み
は
黒
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ 

☎
９
２
‐
２
２
５
５
。

期
日
／
３
月
６
日
㈰
▼
場
所
／
希
望

ホ
ー
ル
▼
時
間
・
内
容
／【
正
午
〜
】

少
年
太
鼓 

【
午
後
０
時
30
分
〜
】
少

年
歌
舞
伎「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」よ
り 

吉
田
社
頭
車
引
の
場 

【
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
頃
】本
狂
言「
源
平
布

引
滝
」よ
り
木
曾
義
賢
討
死
の
場
、九

郎
助
住
家
の
場
▼
前
売
り
券
／
５
０

０
円（
当
日
券
７
０
０
円
）▼
前
売
り

券
取
り
扱
い
／
２
月
１
日
㈪
〜
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
市
社
会
教
育
課
、

市
役
所
地
下
売
店
、希
望
ホ
ー
ル
、八

幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、
松
山
文
化
伝

承
館
、ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、黒

森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

黒
森
歌
舞
伎
特
製
弁
当

升
席
販
売

酒
田
公
演

黒
森
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

黒
森
日
枝
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

農
民
歌
舞
伎
で
、
２
８
０
年
以
上
に
わ
た
り

黒
森
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
平
家
物
語
や
源
平
盛
衰
記
を

題
材
と
し
た
「
源げ
ん

平ぺ
い

布ぬ
の

引
び
き
の

滝た
き

」
を

平
成
４
年
以
来
24
年
ぶ
り
に
上
演
し
ま
す
。

午
前
10
時
～ 

少
年
太
鼓

「
四
季 

黒
森
」「
風
」、
神
事
、
神
楽
、
三さ

ん

番ば

叟そ
う

正
午
～ 

少
年
歌
舞
伎

「
菅す

が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て
な
ら
い
か
が
み

習
鑑
」
よ
り
吉
田
社
頭
車
引
の
場

午
後
1
時
～
4
時
30
分
頃

本
狂
言
「
源
平
布
引
滝
」
よ
り
木き

曾そ

義よ
し

賢か
た

討
死
の
場
、

九く

郎ろ

助す
け

住す
み

家か

の
場

◆
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
外
で
の
観
覧
で
す
の
で
、
防
寒
対
策
が
必
要
で
す
。

２
月
15
日
㈪
、17
日
㈬

山
形
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

▲昨年の舞台より本狂言「仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠臣蔵」

場
所
／

黒
森
日
枝
神
社
境
内

問
市
社
会
教
育
課
文
化
財
係

　

☎
２
４
‐
２
９
９
４

費
用
／

無
料

酒
田

市
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ー
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ジ
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w
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市
公

式
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